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岐阜県瑞浪市土岐町の瑞浪層群明世層産 Crenomytilus grayanus と

群馬県下仁田町の下仁田層産 Mytilus（Tumidimytilus）tichanovitchi の産状

Comparison of occurrence of the Crenomytilus grayanus from the lower Miocene Akeyo Formation, 

Mizunami Group in Mizunami City, Gifu and Mytilus (Tumidimytilus) tichanovitchi
from the lower Miocene Shimonita Formation in Shimonita Town, Gunma.
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はじめに

　群馬県下仁田町下仁田の八千代橋下流の鏑
かぶら

川河岸

（第1図A，2.1）に露出する下仁田層（前期中新世）

からは，Mytilus（Tumidimytilus）tichanovitchi 
Makiyama，1934（チカノヴィッチイガイ）が礫

質砂岩中にパッチ状に密集した状態で産出すること

がよく知られている（栗原ほか 2005）．その産地

は，現在下仁田ジオパークにおけるジオサイトに

も設定されており，貴重な地質遺産としても有名

である．一方，2016年に瑞浪市土岐町の瑞浪北中

学校敷地造成工事現場（第1図 B，3.1）に露出した

瑞浪層群明
あけ

世
よ

層山野内部層からは，Crenomytilus 
grayanus（Dunker 1853）（エゾイガイ）が凝灰質

シルト質砂岩中に合弁かつパッチ状に密集して産出

した（安藤・糸魚川 2018a，b；安藤ほか 2018）．

一見すると両者の産状はよく似ているが細部では

異なる点も見られるため，本論では明世層産 C. 
grayanus の産状および推測される密集形成の過

程，下仁田層産 M.（T.）tichanovitchi の産状およ

び両者の違いを紹介する．

チカノヴィッチイガイとエゾイガイ

　Mytilus（Tumidimytilus）tichanovitchi Makiyama, 

1934（チカノヴィッチイガイ）は，イガイ科に属す

る絶滅種である．イガイ科の二枚貝は，タンパク質
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第1図　A．下仁田層産 Mitylus （Tumidimytilus）tichanovitchi. 

　　　　B．明世層産 Crenomytilus grayanus の産地．
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の足糸を出して岩礁や他の個体，海藻や堆積物に付

着して生活し（Tsuchiya 2002など），本種も浅海

の岩礁に足糸で付着していたと考えられている．本

種の形態学的特徴については，栗原ほか（2005）で

詳しく述べられている．栗原ほか（2005）の図示

した標本の殻長は 7.0 ㎝前後であり，殻の厚さが最

大 6.0 ㎜とイガイ科二枚貝としては著しく厚いこ

と，殻の膨らみが大きい外形によって特徴づけられ

る．あわせて，殻が殻頂から後背縁に沿って走る深

い溝によって膨らみの強い主部と幅の狭い後翼部に

明瞭に分かれている点，殻の後翼部に顕著な彫刻を

持たない点，殻の接合面が平坦である点が本種の識

別点である（栗原ほか 2005）．本種は，下仁田町の

他に埼玉県，千葉県，北海道およびサハリンの下

部中新統から産出が報告されている（Gladenkov 

et al. 1984；野田ほか 2002など）．これまでの産

出地域や共産する貝類化石の情報から，栗原ほか

（2005）は本種が北方の冷水域に生息していた種で

あると推測している．

　Crenomytilus grayanus（Dunker 1853）（エゾ

イガイ）は，イガイ科に属する現生種である．現生

種の平均的な大きさは殻長 7.0 ㎝であり，東北地方

以北の水深 50 mの岩礁に足糸で付着して生息して

いる（黒住 2017）．他のイガイ科の属との違いは，

殻表に成長線と細かい放射肋が見られる点，内面の

殻縁部が細かく刻まれる点である．あわせて，殻内

部の靱帯の幅が薄く，その頂上に空胞（孔）の列が

存在する点，殻頂付近の筋痕が他のイガイ類より

も筋状である点も本種の特徴とされる（Kurihara 

and Ohta 2018）．Kurihara and Ohta（2018）は，

第2図　1，下仁田町の Mitylus （Tumidimytilus）tichanovitchi 産地．2，3，パッチ状に密集する M.（T.）tichanovitchi の産状，

2- ハンマーの長さは約 40 ㎝，3- スケールのサイズは 5 ㎝．4，小規模なパッチ（点線）や散在（矢印）して産出す

る M.（T.）tichanovitchi．
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恵那市の岩村層群や瑞浪市の瑞浪層群からこれまで

に糸魚川ほか（1981-1982）などにより報告されて

いた標本を再検討し，本種として記載している．あ

わせて，三重県伊賀市の阿波層群産の標本も本種に

同定され（Kurihara and Ohta 2018），本種は約

1800万年前の東海地方に生息していたことが明らか

にされた．なお，瑞浪層群産標本の中には 15.0 ㎝

を超える大型の個体も含まれている（安藤・糸魚

川 2018a）．

　M.（T.）tichanovitchi や C. grayanus をはじめ

とするイガイ科二枚貝は，足糸で岩礁に付着するだ

けでなくお互いに密集して足糸で付着し合い，群

体（コロニー）を形成する場合が多い．その貝殻

や足糸の間に生息する生物に加え，殻表に付着す

る生物などによりイガイ科貝類の群体中には独立

した生態系が成り立つ場合があり，Tsuchiya and 

Nishihara（1985）は “Mytilus Island” と呼称して

いる．

産地と産状

　Mytilus（Tumidimytilus）tichanovitchi の産地

は，栗原ほか（2005）で詳しく述べられており，

産出層は群馬県下仁田町下仁田の下仁田層岩山礫

岩部層とされている．M.（T.）tichanovitchi は，

塊状無層理の礫質中粒砂岩層中にパッチ状に密集

して含まれる．現地を確認したところ，M.（T.）
tichanovitchi の個体が最大 50 ㎝× 50 ㎝のパッチ

状に密集して含まれ，他にも同じようなパッチ状

の密集が複数あり，離弁状態の単体で産出する個

体も多く見られた（第2図2-2，4）．密集部と周囲の

岩質は同じであり，中粒砂岩中に小礫が含まれてい

た．多くの個体は，層理面にほぼ平行に，平面的に

埋没している．栗原ほか（2005）は，産出層準を

平穏時波浪作用限界水深（15-30 m）以浅の外浜堆

積物と推定した．また，信頼性は高くないが栗原

ほか（2005）が M.（T.）tichanovitchi の殻を用い

て測定した Sr 同位体年代によれば，産出層準の堆

積時期は前期中新世（約 20～18 Ma）である．ま

た，栗原ほか（2005）は北方系の種であるとされる

M.（T.）tichanovitchi の本州中部における産出に

ついて，前期中新世後期（18 Ma）の汎世界的な寒

冷化イベントMi1b（Wright and Miller 1992）と

の関係を示唆している．

　Crenomytilus grayanus の産地および，産出層

準は，安藤・糸魚川（2018a）で述べられた瑞浪層

群明世層山野内部層最下部のエゾイガイ密集部であ

り，C. grayanus は凝灰質シルト質砂岩に 3 m× 5 

mの範囲のレンズ状に含まれていた（第3図2）．こ

の密集部から離れても合弁かつ閉殻状態で本種は産

出したが，個体数は極端に少なくなる．また，密集

部からは Septifer agiensis  Itoigawa，1955（アギ

クジャクガイ）などの付着性貝類やフジツボ類が共

産した．共産した貝類は，安藤・糸魚川（2018a）

の Table 1に記載されており，貝類化石群集から推

第3図　1，瑞浪市土岐町の Crenomytilus grayanus 産地

（矢印）．2，パッチ状に密集する C. grayanus の

産状，ハンマーの長さは約 30 ㎝．
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定される瑞浪市土岐町周辺の山野内部層下部堆積時

の水深は 50 m程度の浅海である．なお，笹尾ほか

（2018）による明世層中のジルコンのU-Pb 年代お

よびFT年代によれば，明世層山野内部層の堆積時

期は前期中新世（約 18 Ma）である．同じ層準か

らは，北方系二枚貝の Felaniella usta や冷水性貝

形虫が報告されており（Irizuki et al. 2004），少な

くとも明世層山野内部層最下部堆積時の瑞浪市周辺

には冷水塊が到達していたと考えられている．

産状の相違点

　前述の通り，イガイ科の二枚貝は，タンパク質の

足糸を出して岩礁などに付着する場合が多く，化

石としてパッチ状の群体を形成した状態で付着物

を伴って産出する例が報告されている（内村・間

嶋 1992）．付着物を伴わない場合の多くは，異地

性の産状を示し，例えば岩村層群産 Crenomytilus 
grayanus は，離弁状態で礫岩層中に含まれ，明ら

かに他所から運搬された産状を示している．しかし

ながら，明世層産の標本には合弁閉殻の標本が70％

以上含まれ（合弁率は79％：安藤ほか 2018），砂岩

層中に生息時の状態を維持して産出したにもかかわ

らず，岩礁の存在を示す証拠や付着物を伴わずに

産出している．あわせて，瑞浪層群明世層産の C. 
grayanus には各個体の埋没方向や角度に規則性は

なく，他所から海底を流されてきた可能性は低い．

海底の堆積物に付着して礁を形成した可能性も考え

られるが，標本の中には殻長 15 ㎝を超えるものも

あり，明世層産の標本が水流の激しい浅海砂底にお

いて長期間礁を形成していたとは考えにくい．この

点について，安藤ほか（2018）が実施したフォトグ

ラメトリーを利用した三次元的な埋没状態の復元の

結果，腹縁を密接した位置関係にある個体が多く含

まれることが明らかになった．この状態が保存され

る要因として，安藤ほか（2018）は腹縁を密接する

個体同士は足糸を通して付着し合ったまま埋没し，

化石化した可能性を指摘した．このような産状は，

現世においても確認されており，Lutaenko and 

Levenets（2015）は，極東ロシア沿岸における海

岸漂着物観察の結果，C. grayanus などの貝類が海

藻を基質として群体を維持した状態で海岸に漂着し

ている例を多くの地点で報告している．彼らの採取

した標本の中には，明らかに長距離を運搬された標

本も含まれており，イガイ科二枚貝は海藻など浮力

のある物体を基質として群体の状態を保ったまま海

中を長距離運搬される可能性が指摘されている．

明世層産標本の三次元的な状態は，Lutaenko and 

Levenets（2015）が示した産状に良く似ており，

明世層産 C. grayanus はお互いに付着しあった状

態もしくは海藻等の化石として残らない物体ととも

に群体の状態を維持したまま岩礁等から離れ，海中

を漂って堆積場に運搬された可能性がある．した

がって，瑞浪層群明世層産の C. grayanus は生息

時の位置関係を保持した産状を示しているにもかか

わらず，異地性である可能性が高い．

　下仁田層の Mytilus（Tumidimytilus）tichanovitchi
について栗原ほか（2005）は，二次元的な産状の記

載はしているものの地層中の埋没状況やパッチ状に

密集した原因については述べていないため不明であ

る．現地での観察から，合弁率の詳しい算出はし

ていないものの下仁田層の M.（T.）tichanovitchi
密集部には離弁の個体も多く見られ，合弁率は明

世層のものよりも低いと思われる．安藤・糸魚川

（2018a）や野村（2018）は，C. grayanus 以外に

も Septifer agiensis などの付着性貝類が共産した

第4図　密集して産出するCrenomytilus grayanus（MFM16000）．

縦 35 ㎝，横 50 ㎝の岩石中に合弁閉殻状態22個

と離弁状態6個の個体が含まれる．スケールのサ

イズは 5.0 ㎝．
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こと，C. grayanus の殻表に Crepidula jimboana 
yokoyama，1931（ジンボエゾフネガイ）やフ

ジツボ類の付着を記述しているが，下仁田層産の

M.（T.）tichanovitchi にはそれらが見られない．

あわせて，下仁田層ではパッチ状の密集部が複数あ

り，密集部以外からも M.（T.）tichanovitchi が散

在的に産出したが，明世層では密集部以外の産出は

少数であるという違いもある．

　これらの要因については確実なことを述べること

はできないが，下仁田層の M.（T.）tichanovitchi
密集部は明世層の C. grayanus 密集部形成とは異

なった要因で形成した可能性がある．殻表に付着物

を伴う個体がないこと，腹縁を密接する個体が表面

的にはほとんど観察されなかったことから，瑞浪層

群明世層のようにお互いの個体が足糸で付着しあ

い，群体の状態を保ったまま堆積場に運搬された可

能性は低いと考えられ，M.（T.）tichanovitchi が
水流などの影響により選択的に運搬された可能性が

考えられる．今後，下仁田町の産地において密集部

の三次元的な解析が行われるとその形成の要因が明

らかになるかもしれない．
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　群馬県下仁田町下仁田の鏑川河岸に露出する下仁田層岩山礫岩部層（前期中新世：20～18 Ma）

からは，Mytilus（Tumidimytilus）tichanovitchi Makiyama，1934（チカノヴィッチイガイ）がパッ

チ状に密集して産出することが良く知られている（栗原ほか，2005など）．また，瑞浪市土岐町の

瑞浪北中学校敷地造成工事現場に露出した瑞浪層群明世層山野内部層（前期中新世：18 Ma）から

は，同じイガイ科の Crenomytilus grayanus（Dunker，1853）（エゾイガイ）が同じように密集

した状態で産出した．これらの産状は似ているが両者を比較したところ，下仁田層の標本は殻表に

フジツボ等の付着が見られないこと，他の岩礁性貝類の産出が見られないこと，パッチ状の密集の

他に単体での産出も見られるという違いが見られる．したがって，両者の違いは埋没に至る過程の

違いを反映していると考えられる．

（要　旨）


